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自動車工業会
（OEM）

路面判定

位置情報、ワイパー速度、
ABS、TCS、ハザードランプ

位置情報、加速度、速度

判定結果

ITS Japanの構築したビューア（プロトタイプ）

東京都

東京都デジタルサービス局

ドライブレコーダー画像

通行実績
ドライブレコーダー映像
路面状況

岐阜県

岐阜大学
協力：国交省岐阜国道事務所、

岐阜県土木部門、
関ケ原町、トランコム

ドライブレコーダー映像
・動画→静止画変換
・マスキング処理

重畳表示

実証フィールド

災害レジリエンス委員会

ユーザーニーズを重視して、自治体や事業者など多数のステークホルダーに対し、災害に関す
る課題等のヒアリングを実施しています。

ヒアリング結果を踏まえてITS Japanで運用している災害時通行実績情報システムを基に作成

したソリューション案を具体化し、ＣＡＮやドラレコ画像など車両から取得した多様なデータを重
畳表示して、道路管理者等が災害対応時に活用できるビューアのプロトタイプを作成しました。

大雨による道路冠水の早期検知や大雪による大規模滞留防止、震災時の緊急輸送道路確保の
ための情報収集をユースケースとして実証実験を行い、ソリューション案の価値検証を進めて
います。

「地域のレジリエンス向上」の視点から、ITS を活用し総合的な防災力向上に貢献

することを目的として活動しています。

具体化したソリューション案の社会実装に向け、既存もしくは今後構築が検討されている官民のプラットフォームとの

連携も視野にサービスイメージの具体化を進めています。実証実験においても経済的な価値評価を進めるとともに、

平常時のユースケースも考慮したビジネススキームの具体化を目指します。

ソリューション案 データの流れと実証フィールド

災害レジリエンス委員会で検討中のサービスイメージ（案）

共通フォーマット

個別フォーマット

利用料（想定）

ドライブレコーダー･スマートフォン
•状態(緯度経度、速度 等)
•画像、映像

ドローン
•状態(被害状況、渋滞 等)
•画像、映像

マスコミ 住民･ドライバ

情報利用(情報利用者(･受益者))処理･加工(サービサー)データ(個々)

行政機関等からの情報
気象関連データ
•降雨データ(アメダス、レーダ雨量)
•予測(線状降水帯･ゲリラ豪雨)
道路管理者等のデータ
•道路気象計データ、CCTV
•冠水ハザードマップ
•避難所情報
•被害情報、規制情報…

OEMからの情報
プローブデータ
•通行(通行実績、旅行時間 等)
•操作(ワイパー、アクセル 等)
•状態（車両速度、加速度 等）
•機能（TCS、ABS作動 等）

OEM以外の民間企業からの情報

通報(運送事業者･タクシー等)
•状態(緯度経度、速度 等)

災害関連情報の
プラットフォーム

データ統合･処理･
加工

危機管理情報
サービス
事業者

情報集約･
配信

自治体

運送事業者

一般利用者 (ドライバ)

住民･一般利用
者(ドライバ)

運行管理者･
ドライバ

VICSセンター
JARTIC経由

テレマ経由
(各OEM)

情報
取得

行政として配信･処理
※収集情報による体制
構築、通行規制準備等
を実施
•HP、防災無線
•道路情報板、遮断機

企業として対応
•運行の見直し
•荷主への連絡 等

情報を受けた
ドライバが判断

閲覧して情報取得(API連携)

プッシュ配信

①一次処理･加工され
た全データの取得

②必要な区間･エリアの
情報のみ取得

③必要情報のみを二次
処理･加工へ

一次処理･加工

プライバシー
保護に資する
画像･映像の
加工･処理

二次処理･加工

画像からの
事象判定処理

初期段階で加工

競争領域と
協調領域の

仕分け データの流れ

活動概要

目的
連絡先は: prg@its-jp.org
パネルはQRでもご覧頂けます
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